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認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園

　
申
し
込
み
が
必
要
と
な
る
の
は
、

平
成
29
年
度
に
初
め
て
対
象
乳
幼
児

の
入
園
を
希
望
す
る
場
合
で
す
。

　
在
園
児
に
つ
い
て
は
、
通
園
し
て

い
る
園
に
就
労
証
明
書
、
税
務
資
料

な
ど
の
関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

対　
象  

５
か
月
～
５
歳
児
（
平
成

23
年
４
月
２
日
～
28
年
11
月
１
日
生

ま
れ
）
で
、
乳
幼
児
の
保
護
者
の
い

ず
れ
も
が
、
次
の
項
目
の
い
ず
れ
か

の
事
情
に
あ
る
場
合

○
就
労
し
て
い
る
場
合

○
出
産
・
病
気
・
負
傷
・
心
身
に
障

　
が
い
が
あ
り
、
児
童
の
保
育
が
で

　
き
な
い
場
合

○
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に
障

　
が
い
の
あ
る
人
の
介
護
を
保
護
者

　
が
常
時
行
っ
て
い
る
場
合

○
火
災
・
風
水
害
・
地
震
な
ど
の
災

　
害
に
遭
い
、
そ
の
復
旧
ま
で
の
間

　
保
育
が
で
き
な
い
場
合

○
求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
）

　
を
し
て
い
る
場
合

○
就
学
し
て
い
る
場
合

○
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

○
教
育
標
準
時
間
入
所
を
希
望
す
る

　
１
号
認
定
の
子
ど
も
を
持
つ
（
従

　
来
の
幼
児
学
園
の
幼
稚
園
に
入
所

　
を
希
望
す
る
）
場
合

保
育
時
間　
次
の
時
間
中
、
保
育
・

教
育
が
必
要
な
時
間

・
月
～
金
曜
日　
７
時
3０
分
～
18
時

　
3０
分

・
土
曜
日　
８
時
3０
分
～
1６
時
3０
分

申
込
方
法　
入
所
申
込
書
な
ど
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
入
園
希
望
の
認

定
こ
ど
も
園
ま
た
は
保
育
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
認
定
こ

ど
も
園
、
保
育
園
、
子
育
て
支
援
課

で
1０
月
17
日
㈪
か
ら
配
布
し
ま
す
。

受
付
期
間　
11
月
７
日
㈪
～
11
月
22

日
㈫

※
受
付
期
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
応
募

は
、
２
次
選
考
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

提
出
書
類 

・
支
給
認
定
申
請
書
兼
保
育
所
等
入

　
所
申
込
書

・
児
童
健
康
調
査
票

・
事
業
所
か
ら
の
就
労
証
明
書
（
病

　
気
や
出
産
の
場
合
は
、
医
師
の
診

　
断
書
な
ど
）
、
保
育
を
必
要
と
す

　
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類

※
１
号
認
定
こ
ど
も
は
提
出
不
要

・
保
護
者
の
平
成
28
年
度
県
民
税
・

　
市
町
村
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証

　
明
書
な
ど
（
平
成
28
年
１
月
１
日

　
現
在
で
町
内
に
居
住
し
て
い
な
い

　
方
が
対
象
。
ま
た
、
同
一
世
帯
で

　
収
入
の
あ
る
家
族
が
い
る
場
合
は
、

　
そ
の
分
も
必
要
）

※
書
類
に
不
備
、
不
足
が
あ
る
場
合

は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

後
日
提
出
書
類　
保
護
者
の
平
成
29

年
度
県
民
税
・
市
町
村
民
税
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書
な
ど
（
平
成
29

年
１
月
１
日
時
点
で
町
内
に
居
住
し

て
い
な
い
人
が
対
象
。
同
一
世
帯
で

収
入
の
あ
る
家
族
が
い
る
場
合
は
、

そ
の
分
も
必
要
）

そ
の
他　
家
庭
の
事
情
に
よ
り
５
月

以
降
に
入
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、

入
所
申
込
書
に
資
料
を
添
付
し
、
入

園
希
望
月
の
前
月
15
日
ま
で
に
希
望

す
る
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

幼
　
稚
　
園

該
当
す
る
児
童  

３
～
５
歳
児
（
平

成
23
年
４
月
２
日
～
2６
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）

※
幼
児
の
保
護
者
が
町
内
在
勤
の
場

合
も
入
園
で
き
ま
す
。

保
育
時
間　
月
～
金
曜
日
の
８
時
3０

分
～
14
時

預
か
り
保
育
時
間　

　
幼
稚
園
で
は
預
か
り
保
育
を
実
施

し
、
働
く
ご
家
庭
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

・
通
常　
14
時
～
1６
時
3０
分

・
延
長
（
必
要
に
応
じ
て
実
施
）

　
早
朝　
７
時
3０
分
～
８
時
3０
分

　
夕
方　
1６
時
3０
分
～
17
時
3０
分

申
込
方
法 

入
園
願
書
な
ど
に
必
要

事
項
を
記
入
し
関
係
書
類
を
添
え
て
、

入
園
希
望
の
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
願
書
は
各
幼
稚
園
、
子
育

て
支
援
課
で
1０
月
17
日
㈪
か
ら
配
布

し
ま
す
。　

受
付
期
間　
11
月
７
日
㈪
～
11
月
22

日
㈫

提
出
書
類 

・
入
園
願
書

・
支
給
認
定
申
請
書

・
保
護
者
の
平
成
28
年
度
県
民
税
・

市
町
村
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明

書
等
（
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で

町
内
に
居
住
し
て
い
な
い
方
が
対
象
。

ま
た
、
同
一
世
帯
で
収
入
の
あ
る
家

族
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
分
も
必
要
）

後
日
提
出
書
類　
認
定
こ
ど
も
園
・

保
育
園
に
準
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

平
成
２９
年
４
月
入
園

町
立
認
定
こ
ど
も
園・保
育
園・

幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す

照会先　子育て支援課☎85−９5９5
認定こども園

湯 本 幼 児 学 園 ☎85−5４４４
仙 石 原 幼 児 学 園 ☎8４−8３8６

保育園
宮 城 野 保 育 園 ☎82−25４３

幼稚園
箱 根 幼 稚 園 ☎8３−６１5９

「広報はこね」が700号に
昭和32年 5月10日に創刊号が発行され、本号で700号となりました。

今回は100号ごとにその歩みを振り返ります。

　
町
報
発
行
に
寄
せ
て
町
長
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
町
の
財
政

状
況
、
ま
た
町
内
の
小
中
学
校

11
校
を
統
合
整
備
す
る
記
事
な

ど
を
掲
載
。
翌
年
町
章
が
決
定

し
、
第
４
号
か
ら
は
タ
イ
ト
ル

に
も
町
章
が
。

　
仙
石
原
公
園
を
中
央
会
場
に

し
た
防
災
訓
練
に
１
８
０
０
人

が
参
加
。
雲
仙
岳
噴
火
災
害
救

援
金
募
金
総
額
が
７
０
０
万
円

余
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
掲
載
。

平
成
1０
年
の
国
民
体
育
大
会
を

知
ら
せ
る
記
事
も
。

　
箱
根
神
社
の
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、山
岳
信
仰
の
様
子
を
示

す
貴
重
な
遺
物
が
約
8０
点
ほ
ど

出
土
し
た
記
事
の
ほ
か
広
報
は

こ
ね
５
０
０
号
を
記
念
し
て
読

者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し

た
特
集
な
ど
。

　

明
星
展
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
を
知
ら
せ
る
記
事
や
平
成
19
年
度

の
下
半
期
の
財
政
状
況
、防
災
行
政

無
線
個
別
受
信
機
な
ど
の
設
置
補
助

の
記
事
な
ど
を
掲
載
。

　
町
防
災
計
画
の
策
定
や
虻
田

町
（
現
・
洞
爺
湖
町
）
を
４
中

学
校
（
明
星
・
湯
本
・
仙
石
原
・

箱
根
）
代
表
が
親
善
訪
問
し
た

こ
と
な
ど
を
掲
載
。
箱
根
1０
年

の
あ
ゆ
み
を
発
刊
し
全
世
帯
に

配
付
し
た
記
事
も
。

　
２
０
０
号
記
念
特
集
と
し
て

「
広
報
紙
で
み
る
町
の
記
録
」

を
特
集
。
ほ
か
の
記
事
で
は
自

治
功
労
者
善
行
徳
行
表
彰
や
大

涌
谷
自
然
科
学
館
が
「
科
学
館

の
た
よ
り
」
を
発
行
し
た
記
事

な
ど
を
掲
載
。

　
観
光
日
曜
市
で
初
め
て
の
試

み
で
あ
る
も
ち
つ
き
大
会
が
好

評
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
記

事
や
町
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の

募
集
記
事
を
掲
載
。
魚
の
安
売

り
や
食
肉
の
安
売
り
の
日
を
知

ら
せ
る
記
事
も
。

昭
和
50
年
２
月
１
日
発
行

第
１
３
０
号
か
ら
タ
イ
ト
ル
が「
広
報

は
こ
ね
」に
変
更

昭
和
58
年
６
月
１
日
発
行

表
紙
は
大
涌
谷
で
の
観
光
美
化
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
の
活
動
の
様
子

昭
和
３2
年
5
月
１0
日
発
行

当
時
の
名
前
は「
箱
根
町
報
」

平
成
３
年
１0
月
１
日
発
行

第
３
７
１
号
か
ら
表
紙
が
カ
ラ
ー
。中

の
ペ
ー
ジ
も
２
色
刷
り
に
。

平
成
１2
年
２
月
１
日
発
行

表
紙
は
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
成
人
式

平
成
20
年
６
月
１
日
発
行

表
紙
は
湯
本
幼
稚
園
　
園
舎
お
別
れ
会

昭
和
４１
年
１0
月
１
日
発
行

箱
根
町
合
併
か
ら
１0
年
。合
併
１0
周
年

記
念
と
町
報
１
０
０
号
記
念
の
特
集
号
。

創刊号

第400号第５00号第６00号

第100号第200号第300号

みなさんにもっと親しんでもらえる広報紙を目指していきます。

おかげさまで

広報はこね　2016.October

広報はこね　2016.0ctober 23

　「広報はこね」

が現在の発行ペー

ス（月１回発行）で、

１００号分の発行に

かかる年月は ８年

４ヶ月。このまま

いくと広報はこね

１０００号はちょうど

25年後に発行！



安
全・安
心
ま
ち
づ
く
り
旬
間

10
月
11
日
㈫
～
20
日
㈭

「
み
ん
な
で　
つ
く
ろ
う

　
安
心
の
街
」

○
還
付
金
詐
欺
に
気
を
付
け
て

　
小
田
原
警
察
署
管
内
で
は
、
役
場

や
金
融
機
関
の
職
員
を
か
た
る
女
性

か
ら
還
付
金
詐
欺
の
電
話
が
多
く
か

か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
手
口
は
、
5０
万
円
以
上
の
残
高
が

あ
れ
ば
振
込
料
が
無
料
に
な
る
な
ど

の
勧
誘
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
口
座

番
号
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
番
号
、
携
帯
電

話
番
号
な
ど
を
聞
い
て
き
ま
す
。

　
役
場
等
公
的
機
関
の
還
付
金
の
連

絡
に
つ
い
て
は
、
文
書
通
知
が
原
則

で
す
の
で
、
い
き
な
り
電
話
で
銀
行

口
座
な
ど
の
個
人
情
報
を
お
聞
き
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら

１
１
０
番
し
ま
し
ょ
う
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
家
族
に
相
談

を
！

○
置
引
き
に
気
を
付
け
よ
う

　
荷
物
は
、
い
つ
も
目
の
届
く
範
囲 

　
に
置
き
、
で
き
る
だ
け
手
を
添
え

　
て
い
ま
し
ょ
う
。

○
車
上
ね
ら
い
に
気
を
付
け
よ
う

　
少
し
の
間
で
も
、
車
を
離
れ
る
と

　
き
は
必
ず
施
錠
を
し
、
鞄
や
貴
重

　
品
を
車
内
に
置
い
た
ま
ま
に
し
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

プ
レ
マ
マ
・
パ
パ

（
出
産
育
児
）
教
室

日　
時　
1０
月
21
日
㈮

　
　
　
　
13
時
3０
分
～
1６
時

場　
所　
さ
く
ら
館

内　
容　
お
産
や
母
乳
育
児
に
つ
い

て
の
話
、
赤
ち
ゃ
ん
の
沐も

く

浴よ
く

実
習

対　
象　
こ
れ
か
ら
母
親
、
父
親
に

な
る
方

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用

具
、
エ
プ
ロ
ン

申
込
方
法　
1０
月
14
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
子
育
て
支
援
課

☎
８
５
―
９
５
９
５

H
a
c
o
m
a
m
a

～
箱
根
に
暮
ら
す
マ
マ
を

ゆ
る
く
応
援
！
～

　
箱
根
で
の
暮
ら
し
、
子
育
て
に
つ

い
て
自
然
あ
ふ
れ
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で

ゆ
る
く
語
り
ま
せ
ん
か
。
友
達
が
欲

し
い
マ
マ
、
ま
だ
箱
根
の
暮
ら
し
に

慣
れ
な
い
マ
マ
大
歓
迎
で
す
。

日　
時　
11
月
８
日
㈫

　
　
　
　
1０
時
3０
分
～
12
時

場　
所　
山
小
屋　
佐
藤
（
元
箱
根

１
０
３
―
４
５
０
）
（
駐
車
場
有
）

対　
象　
プ
レ
マ
マ
～
１
歳
く
ら
い

の
お
子
さ
ん
を
持
つ
マ
マ

定　
員　
５
名
程
度

参
加
費　
５
０
０
円
（
１
ド
リ
ン
ク

付
き
）

申
込
方
法　

hacom
am

a０@
gm

a
il.com

へ
マ
マ
の
名
前
、
お
子
さ
ん

の
名
前
と
月
齢
、
連
絡
先
を
書
い
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

facebook

‘H
acom

am
a

’
も

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

住
み
た
い
！
住
み
続
け
た

い
！
を
応
援
し
ま
す
！

～
住
ま
い
の
た
め
の

支
援
制
度
～

 

　
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、

新
た
に
町
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に

居
住
す
る
新
婚
世
帯
及
び
転
入
若

者
世
帯
に
対
し
て
家
賃
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
ま
た
新
た
に
住
宅

を
取
得
し
た
若
者
世
帯
に
対
し
て
、

取
得
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
個
人

住
宅
取
得
に
か
か
る
利
子
お
よ
び

保
証
料
の
補
助
制
度
も
併
せ
て
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

新
婚
世
帯
・
転
入
若
者
世
帯

民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助

対　
象　

○
新
婚
世
帯
…
補
助
申
請
日
か
ら 

　
起
算
し
て
過
去
１
年
以
内
に
婚

　
姻
届
を
提
出
し
た
夫
婦
で
、
婚

　
姻
届
出
日
現
在
、
い
ず
れ
も
4０

　
歳
未
満
の
世
帯

○
転
入
若
者
世
帯
…
補
助
申
請
日

　
か
ら
起
算
し
て
過
去
６
ヶ
月
以

　
内
に
箱
根
町
に
転
入
し
て
い
る

　
世
帯
で
、
転
入
日
現
在
、
い
ず

　
れ
も
4０
歳
未
満
の
世
帯
〈
夫
婦

　
（
子
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
子

　
を
含
む
）
、
母
子
ま
た
は
父
子

　
で
構
成
さ
れ
る
も
の
に
限
る
〉

※
い
ず
れ
も
平
成
28
年
1０
月
１
日

以
降
に
新
た
に
町
内
の
民
間
賃
貸

住
宅
の
契
約
を
締
結
し
た
世
帯

補
助
額　
実
質
家
賃
負
担
額
の
２

分
の
１
（
月
額
上
限
３
万
円
）

補
助
期
間　
２
年
間

申
請
期
限　
新
婚
世
帯
は
契
約
の

日
か
ら
１
年
以
内
。
転
入
若
者
世

帯
は
契
約
の
日
か
ら
６
ヶ
月
以
内
。

若
者
世
帯
住
宅
取
得
補
助

対　
象　
平
成
28
年
1０
月
１
日
以

降
町
内
に
住
宅
を
新
築
、
購
入
し

た
世
帯
で
、
住
宅
取
得
日
現
在
、

い
ず
れ
も
4０
歳
未
満
の
世
帯
〈
夫

婦
（
子
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
子

を
含
む
）
、
母
子
ま
た
は
父
子
で

構
成
さ
れ
る
も
の
に
限
る
〉

補
助
額　
取
得
費
用
の
1０
分
の
１

（
上
限
１
０
０
万
円
）

申
請
期
限　
住
宅
取
得
の
日
か
ら

６
ヶ
月
以
内
。

そ
の
他　
対
象
と
な
る
住
宅
、
条

件
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
・
照
会
先　
企
画
課

☎
８
５
―
９
５
６
０

　

長
寿
夫
妻
に

記
念
品
を
贈
呈

　
町
か
ら
、
結
婚
5０
年
及
び
６０
年
の

長
寿
夫
妻
に
対
し
、
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

結
婚
５0
年
（
金
婚
式
）

○
加
藤
国
久
・
千
代
子
（
湯
本
）

○
菊
川
正
治
・
久
枝
（
湯
本
）

○
小
屋
照
雄
・
や
い
子
（
湯
本
）

○
佐
藤　
晃
・
喜
美
（
湯
本
）

○
髙
木
尅
也
・
千
代
子
（
湯
本
茶
屋
）

○
安
藤　
健
・
梅
子
（
大
平
台
）

○
金
子
義
明
・
寛
子
（
宮
ノ
下
）

○
須
永
元
喜
・
ア
サ
（
強
羅
）

○
熊
谷
孝
雄
・
す
が
子
（
宮
城
野
）

○
内
田
良
雄
・
き
よ
し
（
仙
石
原
）

○
勝
俣
龍
男
・

美
子
（
仙
石
原
）

○
望
月
二
三
雄
・
慈
子
（
仙
石
原
）

○
田
中
隆
明
・
君
伊
（
箱
根
）

結
婚
６0
年
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
）

○
石
田　
弘
・
ゆ
り
子
（
湯
本
）

○
岩
瀬
敏
秋
・
好
江
（
湯
本
）

○
青
木
敬
逸
・
美
佐
子
（
仙
石
原
）

○
内
田
恒
久
・
政
子
（
箱
根
）

照
会
先　
健
康
福
祉
課　

☎
８
５
―
７
７
９
０

町
制
６0
周
年
記
念

2
0
1
6

健
康
・
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
15
回
目
と
な
る
「
健
康
・
福
祉
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

さ
く
ら
館
に
新
し
く「
M
E
I
B
Y
O

（
未
病
）
コ
ー
ナ
ー
さ
く
ら
」
を
設

置
し
、
い
つ
で
も
簡
単
に
骨
の
健
康

度
や
脳
年
齢
・
血
管
年
齢
を
測
定
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
健
康
づ
く
り
の
き

っ
か
け
に
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
1０
月
４
日
㈫

　
　
　
　
1０
時
～
15
時
45
分

場　
所　
さ
く
ら
館

主
な
内
容

【
午
前
】

○
復
興
支
援
バ
ザ
ー
・
即
売
会

○
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
体
験

○
体
力
測
定

○
血
圧
測
定
、
健
康
・
栄
養
・
薬
の

　
相
談
（
糖
尿
病
週
間
行
事
）

○
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
室
内
ペ
タ
ン

　
ク
・
輪
投
げ
）
体
験

○
手
作
り
品
・
パ
ン
の
販
売

○
親
子
で
楽
し
む
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

【
午
後
】

○
社
会
福
祉
功
労
者
顕
彰
式
（
町
社

　
会
福
祉
協
議
会
主
催
）

◯
地
域
の
み
ん
な
で
見
守
ろ
う
！

 

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

○
各
種
団
体
活
動
発
表

そ
の
他

・
昨
年
に
続
き
、
画
家
の
Ａ
Ｋ
Ｉ
さ

　
ん
の
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。

・
当
日
は
、
温
水
プ
ー
ル
を
無
料
で

　
利
用
で
き
ま
す
。

照
会
先　
さ
く
ら
館

☎
８
５
丨
０
８
０
０

国
民
健
康
保
険
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
震
災
や
風

水
害
と
い
っ
た
災
害
で
被
災
し
た
場

合
や
、
失
業
な
ど
に
よ
り
所
得
が
前

年
に
比
べ
て
著
し
く
減
少
し
た
場
合

に
、
保
険
料
の
減
免
お
よ
び
医
療
機

関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担

金
の
支
払
い
を
猶
予
ま
た
は
減
免
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
や
一
部
負
担
金
の
支
払
い

が
著
し
く
困
難
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
保
険
料

の
軽
減
措
置
】

　
非
自
発
的
失
業
（
離
職
）
に
よ
り

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
方
の
保

険
料
を
、
失
業
（
離
職
）
か
ら
一
定

期
間
、
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０

分
の
3０
と
し
て
算
定
し
、賦
課
し
ま
す
。

※
給
与
所
得
以
外
や
、
同
じ
世
帯
に

属
す
る
他
の
被
保
険
者
の
所
得
は
、

通
常
ど
お
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

確
定
申
告
な
ど
を
さ
れ
て
い
な
い
方

で
、
所
得
が
確
定
し
て
い
な
い
方
は

軽
減
と
な
り
ま
せ
ん
。

対　
象　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
方

◎
離
職
時
点
で
６5
歳
未
満
で
あ
る
こ

　
と
（
離
職
日
が
６5
歳
を
迎
え
る
誕

　
生
日
の
前
々
日
ま
で
）

◎
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
持
っ

　
て
お
り
、
特
定
受
給
資
格
者
（
離

　
職
理
由
コ
ー
ド
11
・
12
・
21
・
22
・

　
31
・
32
）
ま
た
は
特
定
理
由
離
職

　
者
（
離
職
理
由
コ
ー
ド
23
・
33
・

　
34
）
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。

◎
離
職
日
が
平
成
21
年
３
月
31
日
以

　
降
で
あ
る
こ
と
。

軽
減
期
間　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す

る
月
か
ら
、
離
職
日
の
翌
日
の
属
す

る
年
度
の
翌
年
度
末
、
ま
た
は
国
民

健
康
保
険
の
資
格
喪
失
ま
で
の
期
間

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け

る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

※
会
社
の
健
康
保
険
へ
の
加
入
な
ど

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す

る
と
終
了
し
ま
す
。
た
だ
し
、
当
初

の
失
業
軽
減
か
ら
２
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
国
民
健
康
保
険
脱
退
後
に
再
加

入
す
る
場
合
は
、
再
び
軽
減
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
、
印
鑑
（
認
印
）
を
持
参
し
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
照
会
先　
保
険
年
金
課

☎
８
５
―
９
５
６
４

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
後
、
免
疫
を
獲
得
す
る
ま
で
２

週
間
程
度
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
連
絡
し
、

早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

対　
象　
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

接
種
日
当
日
に
次
の
い
ず
れ
か
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
方

○
６5
歳
以
上
の
方

○
６０
歳
以
上
６5
歳
未
満
で
心
臓
、
腎

　
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト

　
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

　
の
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
方

※
機
能
障
が
い
が
あ
る
方
は
、
医
師

の
診
断
書
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳

（
１
級
程
度
）
の
写
し
な
ど
、
接
種

対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る

資
料
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
期
間　
1０
月
１
日
㈯
～
平
成
29

年
２
月
28
日
㈫

自
己
負
担
額　
１
，
７
０
０
円

※
自
己
負
担
額
が
、
変
更
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
町
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
は
、
申
請
に
よ
り
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
係
る
費
用
が
全
額
助

成
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
、
印

鑑
、
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
（
保

険
証
な
ど
）
を
持
参
し
、
さ
く
ら
館

ま
た
は
健
康
福
祉
課
、
出
張
所
で
事

前
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

公
費
負
担
に
よ
る
接
種
回
数　
１
回

実
施
医
療
機
関　
町
内
医
療
機
関
、

小
田
原
医
師
会
ま
た
は
足
柄
上
医
師

会
医
療
機
関
（
要
事
前
予
約
）

照
会
先　
さ
く
ら
館

☎
８
５
―
０
８
０
０

１０月３０日㈰は、
町長選挙の投票日です

　箱根町長選挙は、10月30日㈰に行われ
ます。
　私たちにとって最も身近で、大事な選
挙です。皆さんの尊い一票を棄権するこ
となく、投票しましょう。
　なお、詳細については、回覧「まちだ
より」および10月に新聞折込みする「選
挙チラシ」をご参照ください。

照会先　選挙管理委員会☎８５−７111　内線33７

広報はこね　2016.October

広報はこね　2016.0ctober 45 45



　
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
虐
待
は
、

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
認
知
症
や
障
が

い
に
対
す
る
理
解
不
足
、
家
族
の
介

護
疲
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

あ
り
ま
す
。

　
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
ま
た
地

域
全
体
で
見
守
り
、
支
援
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

は
健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

万
が
一
の
虐
待
か
ら
も
救
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

こ
ん
な
こ
と
が
虐
待
に
な
り
ま
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
虐
待
は
大
き
く
５
つ
に
分
か
れ
、

い
く
つ
か
の
虐
待
が
重
ね
て
行
わ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
身
体
的
虐
待

　
暴
力
を
ふ
る
い
体
に
傷
や
痛
み
を

負
わ
せ
る
こ
と
、
身
動
き
が
と
れ
な

い
状
態
に
す
る
こ
と
。

（
例
）
た
た
く
、
蹴
る
、
縛
り
付
け

る
、
無
理
や
り
食
事
を
口
に
入
れ
る

◇
心
理
的
虐
待

　
侮
辱
や
拒
絶
の
言
葉
・
態
度
で
、

精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

（
例
）
怒
鳴
る
、
悪
口
を
言
う
、
子

ど
も
扱
い
す
る
、
意
図
的
に
無
視
す

る
、
心
理
的
苦
痛
を
与
え
る

◇
性
的
虐
待

　
無
理
や
り
（
ま
た
は
同
意
と
見
せ

か
け
）
わ
い
せ
つ
な
こ
と
を
し
た
り
、

さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

（
例
）
人
前
で
お
む
つ
を
交
換
す
る
、

下
着
の
ま
ま
放
置
す
る
、
わ
い
せ
つ

な
行
為
を
す
る
（
さ
せ
る
）

◇
経
済
的
虐
待

　
本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
年
金
、

賃
金
な
ど
を
使
う
こ
と
。
ま
た
、
理

由
な
く
金
銭
を
与
え
な
い
こ
と
。

（
例
）
不
動
産
や
年
金
、
預
金
を
勝

手
に
使
う
、
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な

い◇
ネ
グ
レ
ク
ト
（
介
護
や
世
話
の
放

棄
）

　
食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ
物

な
ど
の
世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん
ど
せ

ず
、
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ
と
。

（
例
）
食
事
を
与
え
な
い
、
入
浴
さ

せ
な
い
、
病
院
を
受
診
さ
せ
な
い

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

虐
待
の
原
因
の
一
つ
は

　
　
　
　
　
介
護
疲
れ
で
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
介
護
者
の
心
身
の
疲
労
は
、
虐
待

の
主
な
原
因
の
一
つ
で
す
。

　
介
護
は
長
期
に
わ
た
る
こ
と
が
多

く
、
ま
た
「
自
分
（
た
ち
）
で
や
ら

な
け
れ
ば
」
と
、
家
族
だ
け
で
全
て

を
抱
え
こ
も
う
と
す
る
場
合
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
者
の
負
担
が

限
界
に
達
し
た
と
き
、
虐
待
と
い
う

結
果
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」で
虐
待
防
止
へ

　
町
で
は
「
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
設
け
、
各
関
係
機
関

の
連
携
を
強
化
し
、
高
齢
者
虐
待
防

止
の
支
援
方
法
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
、
自
治
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
保
健
福
祉
事
務
所
、

医
療
機
関
、
警
察
署
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

町
な
ど
の
機
関
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
を
上
手
に

　
　
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
虐
待
を
し
て
い
る
本
人
に
は
、
虐

待
を
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
な
い

場
合
が
多
い
で
す
。

　
虐
待
さ
れ
て
い
る
側
も
、
介
護
し

て
く
れ
て
い
る
家
族
を
か
ば
う
こ
と
、

ま
た
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
事
実
を
周

囲
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
っ
た
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
介
護
を
し
て
い
る
人
は
、
悩
み
や

心
配
ご
と
を
一
人
で
抱
え
こ
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。
専
門
機
関
や
相
談
窓

口
を
上
手
に
活
用
し
な
が
ら
、
介
護

を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

周
囲
の
気
付
き
と
通
報
が

み
ん
な
を
救
い
ま
す

　
虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
周
囲
の
早
期

発
見
が
重
要
で
す
。

　
守
秘
義
務
に
よ
り
、
通
報
者
名
と

そ
の
内
容
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
虐

待
を
発
見
し
た
と
き
や
、
虐
待
か
も

と
い
う
疑
い
を
持
っ
た
と
き
に
は
、

す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
者
の
皆
様
へ　

～
ご
み
処
理
の
料
金
が

変
わ
り
ま
す
～

　
町
で
は
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化

お
よ
び
適
正
な
処
理
の
さ
ら
な
る
推

進
を
図
る
と
と
も
に
受
益
者
負
担
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、
平
成
29
年
４

月
１
日
か
ら
「
事
業
系
一
般
廃
棄
物

の
収
集
体
制
の
見
直
し
」
と
「
環
境

セ
ン
タ
ー
ご
み
持
込
料
金
の
改
定
」

を
行
い
ま
す
。

変
更
点

・
環
境
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
る

　
ご
み
の
す
べ
て
が
処
理
料
金
の
対

　
象
と
な
り
ま
す
。
（
現
行
は
、
燃

　
せ
る
ご
み
は
処
理
料
金
対
象
外
）

　
平
成
29
年
度

　
　
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り　
1０
円

　
平
成
3０
年
度
か
ら

　
　
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り　
18
円

・
事
業
者
の
皆
様
が
町
の
ご
み
ス
テ

　
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
る
ご
み
の
量
が

　
変
わ
り
ま
す
。

　
一
日
あ
た
り
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム

　
ま
で
→
1０
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で

※
町
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
者
用
の
新
し
い
ご
み
袋
が
導

　
入
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
各
事
業

者
へ
個
別
に
事
業
系
ご
み
の
排
出
の

た
め
の
ガ
イ
ド
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
環
境
課　☎

８
５
―
９
５
６
５

小
田
原
年
金
事
務
所
か
ら

予
約
制
の
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

【
年
金
相
談
予
約
受
付
中
】

　
小
田
原
年
金
事
務
所
で
は
、
電
話

に
て
翌
日
以
降
か
ら
１
ヶ
月
先
ま
で

の
年
金
相
談
お
よ
び
請
求
手
続
き
の

予
約
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
の
際
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
相
談
内
容
な
ど

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
電
話
に
て
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

《
予
約
受
付
電
話
：
０
４
６
５
―

２
２
―
１
３
９
１
》

※
自
動
音
声
に
て
案
内
し
て
い
ま
す
。

①
→
②
の
順
に
プ
ッ
シ
ュ
し
て
く
だ

さ
い
。

10
月
1
日
㈯
～
７
日
㈮
は

公
証
週
間

　
公
証
制
度
は
、
契
約
や
遺
言
の
際

に
法
務
大
臣
が
任
命
し
た
公
証
人
が

公
文
書
で
あ
る
公
正
証
書
を
作
成
し
、

ト
ラ
ブ
ル
防
止
と
取
引
の
安
全
や
遺

言
の
完
全
な
実
現
を
図
る
も
の
で
す
。

相
談
窓
口
（
無
料
）

横
浜
地
方
法
務
局

☎
０
４
５
―
６
４
１
―
７
４
６
１

（
代
表
）

小
田
原
公
証
役
場　

　
☎
０
４
６
５
―
２
２
―
５
７
７
２

　
「
明
る
い
選
挙
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
コ
ン

ク
ー
ル
に
、
町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
お
よ
び
生
徒
か
ら
87
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

次
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

明るい選挙ポスターコンクール入賞者決定
部門 小学校低学年の部 小学校高学年の部 中学校の部
賞 氏　名 学年 学校名 氏　名 学年 学校名 氏　名 学年 学校名
1
等 小村　仁子 2 函嶺白百合

学園小学校 小野　晏 6 函嶺白百合
学園小学校 平田レイナ 1 箱根中学校

2
等 君島　心海 2 函嶺白百合

学園小学校 安藤　乃々 6 函嶺白百合
学園小学校 大水　紅乃 2 箱根中学校

3
等 安藤　心香 3 函嶺白百合

学園小学校 荒野　和 ５ 仙石原小学
校 伊藤　順稀 3 箱根中学校

佳  

作

中島　花音 1 函嶺白百合
学園小学校 山本　柑花 4 函嶺白百合

学園小学校 古田　千明 2 箱根中学校

鴻田　柚 3 仙石原小学
校 池島志恵奈 6 函嶺白百合

学園小学校 山本　萌乃 2 箱根中学校

函嶺白百合学園小学校２年
小

こ

村
む ら

　仁
に

子
こ

さん

函嶺白百合学園小学校6年
小

お

野
の

　晏
あ ん

さん
箱根中学校１年

平
ひ ら

田
た

レイナさん

早期発見と見守り・支援で
高齢者と障がい者を
虐待から守る

◆高齢者・障がい者の介護に関する相談／虐待の通報先
　健康福祉課☎85−77９0
◆高齢者の介護に関する相談
　町地域包括支援センター☎85−300２

各部門１等の作品

【中学校の部】【小学校高学年の部】

【小学校低学年の部】

広報はこね　2016.October
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介護保険の申請は、さくら館や出張所でも申請可能です。自分
や家族が申請できない場合は、箱根町地域包括支援センター
（☎8５−3002）が代行します。

　在宅生活を続けなが
らサービスを受けたい
方は、計画書の作成が
必要です。
※計画書は、専門員が
作成します。

　住み慣れた箱根町での生活を続けるために、町の特性に応じたサービス
を受けることができます。
　町内には、24時間ヘルパーや看護師が対応可能なサービス、認知症の方
の共同生活の場、デイサービスや泊まり、ペルパーなどの生活支援がまと
めて受けられる施設があります。

　箱根町地域包括支援センターでは、介護のこと、健康や病気に関すること、日常生活におけるちょっと
した不安や悩みなど、高齢者の方のさまざまな相談に応じています。気軽に相談してください。☎8５−3002

　在宅生活を続けなが
らサービスを受けたい
方は、計画書の作成が
必要です。
※計画書は、地域包括
支援センターにて作成
します。

　介護保険サービスは
受けられません。町や
地域で行われる健康づ
くり行事に参加し、生
活機能の維持・向上に
努めましょう。

要介護 １ ～ ５
要支援 １・２ 非該当

　町の窓口で要介護認定の申請をします。申請を受理すると、町から必要な
調査を行い、審査会で介護度を決定し、通知します。申 請

　施設に入所したい方
は、施設へ直接お問い
合わせください。
※介護度によって入所
できない施設がありま
す。

生活支援、医療や看護、自宅の改修工事、
福祉用具のレンタル・購入、
デイサービス、リハビリ
テーション、
短期間の宿泊など

申請手続きから介護度の決定
～サービス利用までの流れ

町民の方のみが利用できるサービス

＜困ったときの相談窓口＞

●在宅サービス● ●施設・居住サービス●

　40歳以上のみなさんが加入者となって保険料を出し合っている介護保
険。これは、身体機能が低下してきている方、家事や身支度に支援が必
要な方、寝たきりや認知症により介護が必要な方が、生活を続けていく
ために必要なサービスを受け、安心して暮していくためのしくみです。
サービスを利用するためには、要介護認定の申請をして、要介護 1 ～ ５ 、
要支援 1 ・ 2 のいずれかの認定を受ける必要があります。　　

（問い合わせ先）  健康福祉課　介護保険係　☎8５−7790

知っていますか!?
地域密着型
サービス

施設一覧は、結果と
共にお送りします。

専門員がいる事業所
一覧を結果と共にお
送りします。自分で
選んで連絡します。

箱根町地域包括支援
センター
（電話 ８５−3002）

町主催の行事は、保
健だよりや広報紙で
ご確認ください。

介護保険の施設や有料老人ホームなど

平
成
28
年
度

女
性
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

～
不
妊
治
療
で
妊
娠
を
望

ん
で
い
る
方
の
た
め
に
～

　
不
妊
治
療
を
し
て
い
る
方
が
、
抱

え
る
不
安
な
ど
を
軽
減
す
る
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日　
時　
1０
月
27
日
㈭
14
時
～
1６
時

場　
所　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

集
団
活
動
室

内　

容　

女
性
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

「
私
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
不
妊
治
療
」

講　
師　
不
妊
相
談
助
産
師　
割
田

節
子　

対　
象　
不
妊
治
療
で
妊
娠
を
考
え

て
い
る
方

予
定
人
数　
先
着
4０
人

持
ち
物　
筆
記
用
具

照
会
・
申
込
先　
小
田
原
保
健
福
祉

事
務
所

☎
０
４
６
５
―
３
２
―
８
０
０
０
内

線
３
２
３
９
／

FAX
０
４
６
５
―
３
２

―
８
１
３
８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

働
き
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ん
の
豊
富
な
知
識
や
経
験
、

技
術
を
ぜ
ひ
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

対　
象　
６０
歳
以
上
で
健
康
で
働
く

意
欲
が
あ
る
方

※
事
前
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
登
録
が
必
要
で
す
。

主
な
仕
事

・
施
設
の
管
理　
・
駐
車
場
の
整
理

・
網
戸
の
張
替　
・
家
具
の
移
動
、

　
片
付
け　
・
庭
の
手
入
れ　
な
ど

　
ま
た
、
併
せ
て
仕
事
を
頼
み
た
い

方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
何
か
手
伝

い
が
必
要
な
こ
と
や
依
頼
し
た
い
仕

事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
や
ま
な
み
荘
内
）

☎
８
２
―
５
１
１
５
（
９
時
～
1６
時
）

10
月
17
日
㈪
～
23
日
㈰

は
行
政
相
談
週
間

　
行
政
相
談
週
間
行
事
の
一
環
と
し

て
、
行
政
相
談
委
員
が
中
心
と
な
り

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
（
申

込
不
要
）

日　
時　
1０
月
18
日
㈫

　
　
　
　
13
時
3０
分
～
15
時
3０
分

場　
所　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

内　
容　
国
の
行
政
機
関
の
業
務
、

公
団
や
公
庫
な
ど
の
特
殊
法
人
、
独

立
行
政
法
人
、
国
の
補
助
に
係
る
業

務
、
県
お
よ
び
市
町
村
が
国
か
ら
法

定
受
託
し
て
い
る
業
務
な
ど
に
関
す

る
相
談

相
談
員　
行
政
相
談
委
員
（
相
馬
滿
、

村
上
ち
ず
子
）

※
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
、
皆
さ
ん
の
相
談
相

手
と
し
て
、
国
の
行
政
機
関
な
ど
の

業
務
に
関
す
る
苦
情
の
相
談
に
応
じ
、

相
談
者
に
必
要
な
助
言
や
関
係
機
関

へ
苦
情
を
通
知
す
る
な
ど
、
問
題
の

解
決
を
促
し
ま
す
。

照
会
先

□
総
務
防
災
課
（
町
民
係
）

　
　
　
　
　
　
☎
８
５
―
７
１
６
０

□
総
務
省
神
奈
川
行
政
評
価
事
務
所

　
行
政
相
談
課　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

休
日
収
納・収
納
相
談
窓

口
を
開
設

日　
時　
1０
月
23
日
㈰

　
　
　
　
８
時
3０
分
～
17
時
15
分

場　
所　
役
場
本
庁
舎
２
階
税
務
課

※
役
場
開
庁
日
の
業
務
時
間
内
に
お

い
て
も
、
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

●
納
付
で
き
る
税
目
な
ど

・
町
税
（
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、

　
軽
自
動
車
税
）

照
会
先　
税
務
課
（
収
納
係
）

☎
８
５
―
９
５
７
３

平
成
27
年
度
の
行
財
政

改
革
の
取
組
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す

　
町
で
は
、
「
箱
根
町
行
財
政
改
革

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
（
平
成
27
～

31
年
度
）
に
基
づ
き
「
自
立
し
た
行

財
政
運
営
の
確
立
に
向
け
た
緊
急
改

革
」
を
基
本
理
念
に
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
効
率
的
な
行
財
政
運
営

の
推
進
を
図
る
た
め
、
45
件
の
推
進

項
目
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
取
り
組
ん
だ
行
財

政
改
革
の
成
果
と
取
組
み
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
資
料
は
、
役
場
本

庁
舎
３
階
企
画
課
及
び
出
張
所
窓
口

に
報
告
書
を
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
報
告
書

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
27
年
度
の
取
組
み
の
概
要

・
取
組
み
予
定
40
項
目
に
対
し
、
41

項
目
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
９
月
に
策
定
し
た
箱
根

町
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
45
の
推
進
項
目
の
う
ち
、
平
成
27

年
度
は
計
画
し
て
い
た
4０
項
目
全

て
で
取
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
特

に
「
ご
み
収
集
体
制
の
見
直
し
」
、

「
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根
の
運
営
見

直
し
」
、
「
消
防
職
員
の
定
数
削
減
」

な
ど
翌
年
度
以
降
に
効
果
が
見
込
ま

れ
る
取
組
み
が
進
み
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
て
、

平
成
28
年
度
か
ら
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
た
５
項
目
の
う
ち
「
入
湯
税

納
期
内
納
入
事
務
取
扱
交
付
金
の
廃

止
」
を
１
年
前
倒
し
で
取
り
組
み
ま

し
た
。

・
取
組
み
に
よ
る
効
果
額
は
、
３
億

３
，
2
2
2
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
の
取
組
み
に
よ
る
効

果
額
は
３
億
３
，
２
２
２
万
円
と
な

り
、
平
成
27
年
度
効
果
目
標
額
２
０

４
万
円
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
要
因
は
、
「
ふ
る

さ
と
納
税
の
促
進
」
の
２
億
９
，
３

７
８
万
円
と
「
未
利
用
土
地
の
売
却

促
進
」
の
３
，
５
２
６
万
円
に
よ
る

効
果
額
が
大
き
い
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

照
会
先　
企
画
課

☎
８
５
―
９
５
６
０
／
FAX
８
５
―
７

５
７
７

w
eb_tokuteiseisaku@

tow
n.

hakone.kanagaw
a.jp

乳
が
ん
検
診
取
扱
医
療
機

関
の
変
更（
お
知
ら
せ
）

　
９
月
3０
日
を
も
っ
て
、
間
中
病
院

（
小
田
原
市
本
町
４
―
１
―
2６
）
で

の
乳
が
ん
検
診
の
取
扱
い
は
中
止
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
併
用
検
診
の
ほ
か
、
視
触
診
の
み

の
検
診
も
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
さ
く
ら
館

☎
８
５
―
０
８
０
０

₄₀～₆₄歳迄は、
老化が原因とされる特定の
病気の場合、申請できます。

対象になるかは、
主治医に要相談。

介護保険
サービスの

種類

「介護保険」
のお話
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国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
や

在
学
中
に
係
る
費
用
を
対
象
と
し
た

公
的
融
資
制
度
で
す
。
詳
細
は
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
教
育一般
貸
付（
国
の
教
育
ロ
ー
ン
）」

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.jfc.go.jp/n/

finance/search/ippan.htm
l

）

融
資
額　
子
ど
も
一
人
に
つ
き
３
５

０
万
円
以
内

金　
利　
年
１
・
9０
％
の
固
定
金
利

（
1０
月
1
日
現
在
）

返
済
期
間　
15
年
以
内
（
在
学
中
は

利
息
の
み
の
返
済
で
も
可
）

照
会
先　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

☎
０
５
７
０
―
０
０
８
６
５
６
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
／
☎
０
３
―
５
３
２

１
―
８
６
５
６

社
会
保
険
労
務
士

無
料
相
談
会

日　
時　
1０
月
1０
日
（
月
・
祝
）　

　
　
　
　
1０
時
～
1６
時

場　
所　
ハ
ル
ネ
小
田
原
う
め
ま
る

広
場
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
小
田
原
駅
ビ
ル
東

口
２
階
二
宮
金
次
郎
像
前
広
場

内　
容　
労
働
問
題
（
労
働
時
間
、

賃
金
、
雇
用
、
労
災
、
安
全
衛
生
）

社
会
保
険
（
健
康
保
険
、
年
金
）
等

照
会
先　
　
神
奈
川
県
社
会
保
険
労

務
士
会
小
田
原
支
部

　
☎
０
４
６
５
―
２
３
―
２
１
８
５

（
担
当　
鈴
木
）

　
町
内
に
は
イ
ノ
シ
シ
が
多
数
生

息
し
て
お
り
、
畑
や
庭
、
芝
生
を

荒
ら
さ
れ
る
と
い
っ
た
被
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
町
で
は
神
奈
川
県

猟
友
会
箱
根
支
部
に
委
託
し
て
、

わ
な
や
銃
器
に
よ
る
有
害
鳥
獣
捕

獲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
や
観
光
客
、
ハ

イ
カ
ー
に
十
分
注
意
し
て
、
事
故

の
な
い
よ
う
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
も
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

銃
器
に
よ
る
捕
獲
の
際
の
注

意
点

・
山
歩
き
等
に
出
か
け
る
と
き
は
、

　
目
的
地
や
行
程
が
捕
獲
の
行
わ

　
れ
る
場
所
か
ど
う
か
な
ど
、
事

　
前
の
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
な
る
べ
く
目
立
つ
服
装
を
し
、

　
ラ
ジ
オ
を
流
す
な
ど
、
自
分
の

　
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
よ
う

　
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
登
山
道
か
ら
外
れ
た
り
、
や
ぶ

　
の
中
に
入
っ
た
り
し
な
い
よ
う

　
に
し
、
単
独
行
動
は
避
け
ま
し

　
ょ
う
。

場　
所　
町
内
全
域
（
特
別
保
護

地
区
は
除
く
）

※
銃
器
に
よ
る
捕
獲
の
実
施
日
時
・

場
所
な
ど
は
、
決
ま
り
次
第
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
ま

す
。
ま
た
、
実
施
当
日
に
は
防
災

行
政
無
線
で
放
送
し
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
に

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
イ
ノ
シ
シ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ

た
際
は
、
次
の
４
つ
の
点
に
注
意

し
て
怪
我
や
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

①
近
づ
か
な
い
こ
と

　
　
何
も
し
て
こ
な
い
場
合
は
、

　
近
寄
ら
ず
放
っ
て
お
い
て
く
だ

　
さ
い
。

②
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
行
動
す
る

　
こ
と

　
　
驚
か
さ
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く

　
り
と
後
ず
さ
り
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
声
や
急
に
動
く
と
イ
ノ
シ
シ

　
が
驚
い
て
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な

　
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

③
餌
に
な
り
そ
う
な
も
の
を
体
か

　
ら
遠
ざ
け
る
こ
と

　
　
嗅
覚
が
優
れ
て
い
る
た
め
、

　
持
っ
て
い
る
食
べ
物
の
に
お
い

　
に
つ
ら
れ
て
近
寄
っ
て
く
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は

　
食
べ
物
を
離
し
て
ゆ
っ
く
り
と

　
そ
の
場
を
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

④
刺
激
し
な
い
こ
と

　
　
追
い
掛
け
回
す
の
は
、
絶
対

　
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。
興
奮
し

　
て
周
り
の
人
を
襲
う
な
ど
大
き

　
な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ

　
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
8
月
現
在

の
捕
獲
頭
数

　
平
成
28
年
度
７
月
ま
で
に
24
頭

(

前
年
33
頭)

の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲

し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、

被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

照
会
先　
環
境
課　

☎
８
５
―
９
５
６
５

有害鳥獣
捕獲の

実施について

箱
根
町
総
合
計
画（
素
案
）

に
関
す
る
意
見
募
集
の

実
施
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
か
ら
の
「
箱
根
町
第

６
次
総
合
計
画
基
本
構
想
」
お
よ
び

「
箱
根
町
第
６
次
総
合
計
画
前
期
基

本
計
画
」
の
素
案
に
つ
い
て
、
案
の

公
表
を
す
る
と
と
も
に
広
く
皆
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま

す
。

案
の
閲
覧
お
よ
び
掲
載
場
所

・
企
画
課
お
よ
び
出
張
所
窓
口

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
お
よ
び
意
見
の
提
出
期
間

1０
月
18
日
㈫
～
11
月
11
日
㈮

意
見
の
提
出
方
法

企
画
課
ま
た
は
出
張
所
窓
口
に
持
参
、

郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か

意
見
を
提
出
で
き
る
方

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
町
内

に
別
荘
を
有
す
る
方
、
町
内
で
働
く

方
、
町
内
で
学
ぶ
方
、
町
内
で
事
業

を
営
む
も
の
、
町
内
で
活
動
す
る
も

の
、
本
町
に
納
税
義
務
を
有
す
る
も

の
、
本
手
続
き
に
係
る
事
案
に
利
害

関
係
を
有
す
る
も
の

照
会
先　
企
画
課
☎
８
５
―
９
５
６

０
／

FAX
８
５
―
７
５
７
７

w
eb_kikakuka@

tow
n.hako

ne.kanagaw
a.jp

第
2
回

行
財
政
運
営
を
考
え
る

町
民
会
議

　
町
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
町
民

や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞

く
た
め
の
、
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

会
議
は
公
開
で
行
い
ま
す
の
で
、
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
1０
月
14
日
㈮

　
　
　
　
13
時
3０
分
～
1６
時
3０
分

場　
所　
役
場
本
庁
舎
４
階
第
１
～

３
会
議
室

議　
題
（
予
定
）

①
町
の
主
な
財
源
に
つ
い
て

②
箱
根
町
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン

　
プ
ラ
ン
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

傍
聴
方
法　
傍
聴
席
を
設
け
ま
す
の

で
、
傍
聴
希
望
者
は
、
13
時
15
分
か

ら
開
催
時
間
ま
で
に
直
接
会
場
へ
来

て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
企
画
課
☎
８
５
―
９
５
６

０
／
FAX
８
５
―
７
５
７
７

w
eb_tokuteiseisaku@

tow
n.

hakone.kanagaw
a.jp

神
奈
川
県
最
低
賃
金
改
定

　
神
奈
川
県
最
低
賃
金
は
、
神
奈
川

県
内
の
事
業
場
で
働
く
常
用
・
臨
時
・

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用

形
態
や
呼
称
を
問
わ
ず
、
全
て
の
労

働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。

時
間
額　
９
３
０
円(

25
円
引
き
上

げ
）

発
効
日　
1０
月
１
日
㈯

※
次
の
賃
金
は
、
最
低
賃
金
の
対
象

と
な
る
賃
金
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

・
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族

　
手
当

・
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

・
１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

　
払
わ
れ
る
賃
金

・
時
間
外
、
休
日
労
働
に
対
す
る
賃

　
金
、
深
夜
割
増
賃
金

照
会
先　
神
奈
川
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室

　
☎
０
４
５
―
２
１
１
―
７
３
５
４

生
ご
み
な
ど
の
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
ま
し
ょ
う

　
地
球
温
暖
化
防
止
や
循
環
型
社
会

の
形
成
に
向
け
て
、
ご
み
の
減
量
化

お
よ
び
資
源
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る

食
べ
残
し
や
調
理
く
ず
な
ど
の
生
ご

み
は
、
現
在
、
焼
却
処
理
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ご
み
を
少
し
で
も
減
ら
し
、

焼
却
施
設
や
最
終
処
分
場
の
延
命
化

を
図
る
た
め
に
も
、
生
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
食
品
関
連
事
業
者
な
ど
は
、

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、
食
品

廃
棄
物
な
ど
を
飼
料
や
た
い
肥
に
す

る
な
ど
の
資
源
化
や
、
食
品
廃
棄
物

の
発
生
抑
制
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
特
に
、
年
間
の
食
品
廃
棄
物
な
ど

の
発
生
量
が
１
０
０
ト
ン
以
上
の
事

業
者
は
、
法
が
定
め
る
判
断
基
準
に

従
い
、
再
生
利
用
な
ど
を
促
進
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
は
、
食
品

の
売
れ
残
り
や
食
べ
残
し
、
製
造
、

加
工
ま
た
は
調
理
の
過
程
で
生
じ
た

食
品
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
や
減
量
化
、

資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
の
事
項
が

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
補
助
制

度
　
生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
に
つ
い

て
は
、
購
入
費
の
２
分
の
１
（
上
限

３
万
円
）
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
環
境
課☎

８
５
―
９
５
６
５

法
務
局
の
予
約
登
記
相
談

　
横
浜
地
方
法
務
局
で
行
っ
て
い
る

登
記
の
申
請
が
、
1０
月
３
日
㈪
か
ら

予
約
制
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
最

寄
り
の
法
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

○
不
動
産
登
記

　
西
湘
二
宮
支
局
（
中
郡
二
宮
町
二

　
宮
１
２
４
０
番
地
１
）

　
☎
０
４
６
３
―
７
０
―
１
１
０
２

○
会
社
法
人
登
記

　
湘
南
支
局
（
藤
沢
市
辻
堂
神
台
二

丁
目
２
番
３
号
）

　
☎
０
４
６
６
―
３
５
―
４
６
２
０

五
代
1
0
0
年
を
巡
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
Ｇ
Ｏ
！
北
条
」

 

　
戦
国
大
名
・
北
条
氏
の
事
績
を
Ｐ

Ｒ
し
、
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る
活
動

を
し
て
い
る
「
北
条
五
代
観
光
推
進

協
議
会
（
箱
根
町
を
含
む
12
市
町
）」

で
は
、
北
条
氏
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
北
条
氏
の
魅
力
に

触
れ
、ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
加
盟
市
町

オ
ス
ス
メ
の
賞
品
を
手
に
入
れ
よ
う
!!

開
催
期
間　

 

1０
月
１
日
㈯
～
平
成

29
年
２
月
28
日
㈫

内　
容　
「
北
条
五
代
観
光
推
進
協

議
会
」
加
盟
市
町
を
巡
り
、
専
用
の

台
紙
に
５
か
所
分
の
ス
タ
ン
プ
を
集

め
て
、
ス
タ
ン
プ
設
置
施
設
で
台
紙

を
見
せ
る
と
、
特
製
缶
バ
ッ
ジ
が
貰

え
ま
す
。
（
限
定
２
，
０
０
０
個
）

　
さ
ら
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
応

募
す
る
と
、
抽
選
で
加
盟
市
町
の
名

産
品
が
当
た
り

ま
す
。
台
紙
の

配
布
場
所
な
ど
、

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
事
務
局(

小
田
原
市
観
光

課)

　
☎
０
４
６
５
―
３
３
―
１
５
２
１

　町ホームページは多くの方に閲覧されて
いて、広告宣伝効果が高いWEBサイトと
なっていますので、ぜひ活用してください。
掲載期間　 1 か月単位で12か月まで（再掲可）
掲載場所　トップページ下段
月額掲載料　 1 回の契約で契約月数 ５ か月
　　　まで 1 万円、 6 ～11か月9,５00円、
　　　12か月9,000円
掲載枠数　20枠（先着順）
申込方法　広告掲載申請書とバナー画像を
　　　提出してください。
申込・照会先　企画課☎８５−9５７2

web_kikakuka@town.hakone.kanag
awa.jp

町ホームページ
バナー広告募集中

広報はこね　2016.October

広報はこね　2016.0ctober 1011



…
…
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
…
…

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

日　
時　
1０
月
21
日
㈮

　
　
　
　
18
時
3０
分
～
2０
時
3０
分

場　
所　
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根

内　
容　
基
本
的
な
実
技
指
導

講　
師　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本

代
表　
齋
藤
信
治
さ
ん
、
元
東
レ
ア

ロ
ー
ズ　
田
辺　
修
さ
ん

対　
象　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
者

※
見
学
の
み
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

そ
の
他　
サ
イ
ン
会
お
よ
び
写
真
撮

影
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
８
５
―
７
６
０
１

第
29
回

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日　
時　
1０
月
27
日
㈭
18
時
3０
分
～

場　
所　
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根

対　
象　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方

内　
容　
６
人
制
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

（
１
ブ
ロ
ッ
ク
４
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ

戦
を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
優
勝
を

表
彰
し
ま
す
）

参
加
費　
１
チ
ー
ム
５
０
０
円
（
賞

品
代
、
保
険
代
ほ
か
）

チ
ー
ム
数　
24
チ
ー
ム

登
録
可
能
人
数　
1０
人
（
試
合
中
コ

ー
ト
内
の
男
性
は
３
人
ま
で
。
小
学

生
は
女
性
と
み
な
し
ま
す
）

※
参
加
チ
ー
ム
は
各
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
が
取
り
ま
と
め
ま
す
。

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
８
５
―
７
６
０
１

は
こ
ね
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

2
0
1
6

日　
時　
11
月
５
日
㈯
18
時
3０
分
～

場　
所　
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー
ナ
箱
根

内　
容　
ユ
ニ
カ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、

輪
投
げ
（
い
ず
れ
も
地
域
体
育
会
に

よ
る
対
抗
戦
）

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
８
５
―
７
６
０
１

…
…
…
芸
術
の
秋
…
…
…

第
41
回
芸
能
発
表
会

日　
時　
1０
月
1６
日
㈰
13
時
～　

場　
所　
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー

内　
容　
箱
根
に
伝
わ
る
子
ど
も
ば

や
し
、
獅
子
舞
、
太
鼓
な
ど
の
発
表

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
８
５
―
７
６
０
１

町
制
６0
周
年
記
念　

第
５５
回  

箱
根
町
民
文
化
祭

日　
時　
11
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰

　
　
　
　
９
時
～
17
時
（
最
終
日
は

　
　
　
　
1６
時
ま
で
）

場　
所　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

内　
容 

①
作
品
展
示
（
絵
画
、
書
、
篆
刻
、

　
い
け
ば
な
、
手
工
芸
、
町
内
児
童
・

　
生
徒
の
作
品
な
ど
）

②
募
集
し
た
短
歌
、
俳
句
、
エ
ッ
セ

　
イ
な
ど
を
掲
載
し
た
文
芸
誌
「
箱

　
根
文
芸
第
51
号
」
の
配
布
（
数
に

　
限
り
が
あ
り
ま
す
）

③
茶
席
（
11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
の

　
11
時
～
15
時
）

④
ス
テ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
（
吹
奏
楽
、

　
コ
カ
リ
ナ
演
奏
）

　
日
時　
11
月
12
日
㈯
13
時
3０
分
～

　
出
演　
箱
根
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

　
コ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル　
ジ
ュ
ピ
タ
ー

⑤
音
楽
の
つ
ど
い
（
コ
ー
ラ
ス
、
フ

　
ル
ー
ト
演
奏
）

　
日
時　
11
月
13
日
㈰
13
時
3０
分
～

　
出
演　
コ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
、
フ
ル

　
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
こ
ね

照
会
先　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー　

☎
８
２
―
２
６
９
４

「
箱
根
の
秋
」2
0
1
6

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

〈
弦
楽
二
重
奏
か
ら
五
重

奏
の
響
き
～

       

ホ
ル
ン
と
と
も
に
〉

日　
時　
11
月
2０
日
㈰

　
　
　
　
15
時
開
演

場　
所　
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー

出　
演　
東
京
ハ
ル
モ
ニ
ア
室
内
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ

入
場
料　
（
前
売
）大
人
２
，
０
０
０

円
・
小
中
学
生
１
，
０
０
０
円

※
前
売
り
券
は
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ

ー
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
、
町
観
光

協
会
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

照
会
先　
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
８
４
―
８
３
８
７

生
涯
学
習

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
を

楽
し
も
う
！

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！！

　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
で

は
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
箱
根
火
山
の
成
り
立
ち
、
歴
史
や

自
然
な
ど
を
学
ぶ
全
７
回
の
講
座
を

開
催
し
、
受
講
後
に
サ
ポ
ー
タ
ー
登

録
を
受
け
付
け
ま
す
。
登
録
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
は
拠
点
施
設
で
の
解

説
や
保
全
活
動
な
ど
の
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
講
座
は
、
１
回
か
ら
お
気
軽
に
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご

参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
！

第
２
回
：
1０
月
29
日
㈯
1０
時
～
12
時

内　
容　
「
火
山
博
士
に
な
ろ
う
！
」

（
※
子
ど
も
講
座
）

　
火
山
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る

　
の
か
な
？
火
山
が
分
か
る
実
験
を

　
し
て
み
よ
う
！

定　
員　
1６
名
（
小
学
生
）

参
加
費　
無
料

場　
所　
森
の
ふ
れ
あ
い
館
（
箱
根

町
箱
根
３
８
１
―
４
）

※
小
学
校
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同

伴申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
箱
根
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局
に
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
事
務
局
（
企
画
課
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
室
内
）
湯
本
２
５
６

☎
８
５
―
９
５
６
０
／

FAX
８
５
―
７

５
７
７

kikakuka@
tow

n.hakone.
kanagaw

a.jp

そ
の
他　
詳
細
はhttp://w

w
w

.
hakone-geopark.jp

を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク・ジ
オ
ツ
ア
ー

「
難
攻
不
落
！
小
田
原
城

の
秘
密
を
探
る
バ
ス
ツ
ア
ー
」

参
加
者
募
集
!!

　
小
田
原
城
は
箱
根
火
山
か
ら
延
び

る
３
つ
の
丘
陵
の
尾
根
と
足
柄
平
野

の
沖
積
低
地
を
利
用
し
た
「
総
構
」

を
構
築
し
、
上
杉
謙
信
や
武
田
信
玄

と
い
っ
た
名
立
た
る
武
将
を
退
け
て

き
た
こ
と
か
ら
「
難
攻
不
落
の
城
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
こ
れ
ら
の
歴

史
に
ま
つ
わ
る
箱
根
や
小
田
原
の
ジ

オ
サ
イ
ト
を
バ
ス
で
巡
り
、
小
田
原

城
の
秘
密
を
探
り
ま
す
。
昼
食
は
、

相
模
湾
で
獲
れ
た
新
鮮
な
地
魚
を
い

た
だ
き
ま
す
。

日　
時　
1０
月
2６
日
㈬
９
時
～
1６
時

3０
分
頃
（
雨
天
決
行
）

集　
合　
小
田
原
駅
西
口

行　
程　
小
田
原
駅
→
大
観
山
→
箱

根
関
所
→
昼
食
（
海
鮮
丼
屋
「
海
舟
」

早
川
漁
村
店
）
→
石
垣
山
一
夜
城
→

小
峯
御
鐘
台
東
堀
・
西
堀
→
小
田
原

城解　
散　
小
田
原
城

定　
員　
35
名
・
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
（
最
少
催
行
人
員
15
名
）

参
加
費　
大
人
４
，
９
８
０
円
（
昼

食
代
・
施
設
入
館
料
・
保
険
代
込
）

申
込
み　
1０
月
13
日
㈭
（
必
着
）
ま

で
に
湯
河
原
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
連
絡
後
、
申
込
書
を
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
郵
送
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

㈱
湯
河
原
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
（
〒

２
５
９
―
０
３
０
４
神
奈
川
県
足
柄

下
郡
湯
河
原
町
宮
下
６
６
１
）

☎
０
４
６
５
―
６
３
―
５
５
９
９
／

FAX
０
４
６
０
―
６
０
―
１
３
６
３

主　
催　
箱
根
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会

箱
根
探
訪
会

「
宮
ノ
下
れ
き
し
散
策
」

参
加
者
募
集

　
宮
ノ
下
か
ら
堂
ヶ
島
渓
谷
、
木
賀

に
か
け
て
散
策
す
る
探
訪
会
を
開
催

し
ま
す
。

日　
時　
1０
月
27
日
㈭
９
時
3０
分
受

付
開
始
（
宮
ノ
下
駅
前
）
、
15
時
1０

分
解
散

探
訪
先　
富
士
屋
ホ
テ
ル
、
熊
野
神

社
、
太
閤
石
風
呂
な
ど

募
集
定
員　
3０
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

参
加
料　
４
，
０
０
０
円
（
昼
食
代
、

保
険
料
、
資
料
代
な
ど
を
含
む
）

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
に
受
講
希
望
者
（
１
組
２

人
ま
で
）
そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
年
齢
・
性
別
を
記
入
し
、

1０
月
13
日
㈭
必
着
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
（
〒
２
５
０
―
０
３
１
１
箱

根
町
湯
本
２
６
６
）

☎
８
５
―
７
６
０
１

kyoudo@
tow

n.hakone.
kanagaw

a.jp

（ ８ 月2５日・箱根中学校）
【団体の部】
優　勝　うすい自治会（宮城野）
準優勝　シルバーさくら会（宮城野）
第 3位　小涌谷（温　泉）
【個人の部】
優　勝　小川フミ子（宮城野）
準優勝　福住　正巳（湯　本）
第 3位　稲野辺年弘（温　泉）

第27回
箱根町グラウンドゴルフ大会

大会の結果

広報はこね　2016.October

広報はこね　2016.0ctober 1213

水泳　稲毛もあな

　 ８ 月23日に東京辰巳国際水泳場で行われ
た第39回全国JOCジュニアオリンピック
カップ夏季水泳競技大会の10歳以下　女子
５0ｍ平泳ぎに函嶺白百合学園小学校 4 年生
の稲毛もあなさん（宮城野）が出場しまし
た。小学 ５ 年生の強豪がひしめく中、全体
で2８位の成績を収めました。
　また、 ８ 月2８日に静岡県立水泳場で行わ
れた第５2回静岡県小学
生水泳競技大会の 4 年
生以下女子５0ｍ平泳ぎ
に出場し、大会新記録
（3７秒9５）で優勝しま
した。同大会では、 4
年生以下女子５0ｍバタ
フライにも出場し、 3
位の成績を収めました。

『県民スポーツ週間』
10月 1 日㈯～10月16日㈰

県では、みなさんが体力や年齢に応じ
て、スポーツに親しみ、健康で明るい
生活を営むことができるよう、スポー
ツに親しむきっかけをつくることを目
的に、体育の日の概ね前後各 1 週間を
「県民スポーツ週間」としています。
　この機会に体を動かしてみませんか。



消
防
の
仕
事
No. 7

　
第
７
回
は
「
火
災
」
に
つ
い
て
で

す
。

　
火
災
に
は
、
建
物
火
災
・
林
野
火

災
・
車
両
火
災
・
船
舶
火
災
・
航
空

機
火
災
・
そ
の
他
火
災
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
平
成
27
年
中
の
火
災
件
数
は
７
件

で
あ
り
、
内
訳
は
建
物
火
災
４
件
、

車
両
火
災
１
件
、
そ
の
他
火
災
２
件

で
し
た
。

　
火
災
の
通
報
を
受
け
る
と
ポ
ン
プ

車
や
水
を
積
ん
だ
消
防
自
動
車
で
現

場
へ
出
動
し
ま
す
。
水
を
積
ん
だ
消

防
自
動
車
を
水
槽
付
ポ
ン
プ
車
と
い

い
、
車
の
大
き
さ
に
も
よ
り
ま
す
が
、

約
１
，
５
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
積

ん
で
い
ま
す
。

　
消
防
隊
員
の
服
装
は
、
防
火
服
の

上
着
と
ズ
ボ
ン
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
長

靴
、
手
袋
で
約
８
．
５
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
り
、
さ
ら
に
空
気
呼
吸
器
を
装

着
す
る
と
約
1０
キ
ロ
グ
ラ
ム
増
え
ま

す
。
そ
の
他
に
無
線
機
、
照
明
器
具

な
ど
を
携
帯
し
ま
す
の
で
完
全
装
備

を
し
た
状
態
で
は
約
2０
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
場
に
向
か
う
時
に
は
こ

れ
ら
を
装
備
し
た
う
え
、
１
本
2０
メ

ー
ト
ル
で
約
８
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
る
ホ

ー
ス
を
延
ば
し
ま
す
が
、
消
防
車
が

い
つ
も
火
災
現
場
の
近
く
に
駐
車
で

き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
現
場

ま
で
の
距
離
が
離
れ
れ
ば
隊
員
は
重

い
装
備
を
付
け
た
状
態
で
そ
れ
だ
け

の
距
離
の
ホ
ー
ス
を
延
長
し
、
消
火

作
業
に
あ
た
り
ま
す
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、
新

築
住
宅
に
対
す
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
義
務
が
ス
タ
ー
ト
し
た
平

成
18
年
以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
よ
り
一

定
の
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
一
人
で
も

減
ら
す
た
め
に
、
ま
た
、
火
災
発
生

そ
の
も
の
を
減
ら
す
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

や 　　 を飼うときは最後まで責任を持って!　どうしても飼えない場合は環境課（☎８５−9５6５）に相談を。
猫犬
捨東日本大震災義援金は平成29年 3 月31日㈮まで受け付けています。受付総額は 9 月21日現在、８７,12８,５96円です。

広報はこね　2016.October
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　南足柄市が編入され 2 市 3 町の枠組み
へと広がった箱根ジオパーク。さらなる
魅力を深めた新たな箱根ジオパークの魅
力をこれからもお伝えしていきます。
　今回は湯河原エリアの紅葉の名所「幕
山」をご紹介します。
照会先　企画課☎８５−9５60

　箱根の山でもだんだんと秋の気配を感じるようになったね。気持ちの良い秋晴れの 9 月 9
日に嬉しいニュースが発表されたよ！箱根ジオパークの南足柄市の編入に伴う日本ジオパー
ク新規認定審査が無事に認定されたんだって！これで箱根・小田原・真鶴・湯河原の 1 市 3
町から南足柄市が加わり面積も約1.3倍に広がったよ。面積が広がっただけでなく、プレート
の衝突による足柄層群という地層の形成や足柄道という古代からの東西の道、湧水と産業の
関わりや治水の話など、魅力的なストーリーが加わって、箱根ジオパークの深みが増したよ！
　ジオ日記も再び湯河原町のジオサイト紹介に戻るね。今回は幕山を紹介するよ。
　幕山は、約1５万年に噴火した火山の溶岩が冷えて固まってできた山だよ。この幕山の麓には
梅の木が約4,000本も植えられていて、毎年きれいな花を咲かせていて有名な観光名所になって
いるけど、ここでジオ的に注目してほしいのは山の中腹なんだ。山は全体的に緑に覆われている
けど、中腹は崖になっていて、岩肌が露出しているんだよ。この岩壁は角ばった柱状の棒がいく
つも立っているかたちになっていて、体育館のステージの幕や屏風のように見えるよ。これらは、
柱状節理とよばれるもので、溶岩が冷えて固まるときに収縮してできる「ひび割れ」なんだって。
小さな池や水たまりが乾燥して水がなくなると、あとに残された泥が乾燥してひび割れしているのを見たことがあると思
うけど、あれと同じようなもんだね。普通は六角柱の形をしていることが多いみたいだけど、幕山のものは四角柱状のも
のが多いんだって。自然は多様だな～！
　麓で幕山をつくる溶岩の岩体をよく見ると、灰色と白色の縞模様があるんだ。溶岩は含まれる成分によって色合いが違
うんだ。例えば玄武岩は黒っぽくて、安山岩は灰色っぽいんだ。幕山の溶岩の縞模様の秘密は、 2 つのマグマが混じりあ
ってできた溶岩だということなんだって。灰色の部分は、真鶴の本小松石と似た成分をもつデイサイトと呼ばれる岩石の
種類、白色の部分は流紋岩と呼ばれるものに近く、この 2 つのマグマが混ざったものだと考えられているんだって。 2 種
類の絵具を混ぜて別の色を作ったりするけど、その時のかき混ぜが足りないと、それぞれの色が線状に出てしまうことが
あるけど、それと一緒だね。幕山の溶岩は自然の芸術作品なんだね～。

　小・中一貫教育を導入している学校は、小学校と中学校が同
じ敷地内や隣接していることが多く、小・中学校の交流が容易
にできますが、箱根町の一貫教育は、各小学校と中学校が地理
的特性から離れており、学校間を瞬時に埋めるための手段とし
て、今年度からＴＶ会議を導入しました。
　 ８ 月26日の箱根町校長・園長会において、初めてＴＶ会議を
活用した会議を開催し、平常時どおりに行うことが出来ました
ので、『園・小・中学校一貫教育（分離型）』の“時間と距離”
を縮めるツールとして、ＴＶ会議を今後も活用していきます。
　今後においては、教職員の研修や、子ども同士の交流、気象
状況の伝達など様々な映像によるつながりを展開するとともに、
幼稚園・保育園・幼児学園への導入も検討していきます。

ＴＶ会議とは・・・インターネットを利用して、遠隔地にいる相手と顔を見ながらリアルタイムに話ができる
コミュニケーションツールです。

箱根町『園・小・中学校一貫教育（分離型）』 ＴＶ会議活用編

百
歳
の
お
祝
い
に
総
理
大
臣

か
ら
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　
今
年
度
中
に
百
歳
を
迎
え
る
方
８

名
に
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
贈
呈
さ

れ
た
祝
状
と
記
念
品
の
銀
杯
を
伝
達

し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

○
松
本
照
子
（
湯
本
茶
屋
）

○
小
林
玉
枝
（
須
雲
川
）

○
金
指
房
子
（
畑
宿
）

○
藤
曲
ツ
ナ
（
大
平
台
）

○
伊
東
き
ぬ
（
宮
城
野
）

○
玉
松
千
代
子
（
宮
城
野
）

○

村
タ
ケ
（
箱
根
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
１
名

照
会
先　
健
康
福
祉
課　

☎
８
５
―
７
７
９
０

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で　

町
制
６0
周
年
記
念

第
６0
回
敬
老
会
を
開
催

　
９
月
７
日
、
町
制
６０
周
年
記
念
第

６０
回
敬
老
会
が
星
槎
レ
イ
ク
ア
リ
ー

ナ
箱
根
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
３
０
０
人
余
り
の
高
齢

者
が
参
加
し
、
町
内
の
活
動
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
健
康
体
操
、
踊
り
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
湯
本
幼
児
学
園
４
・
５
歳

児
に
よ
る
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
演
芸
会
に
先
立
ち
行
わ
れ

た
式
典
で
は
、
老
人
福
祉
の
向
上
な

ど
に
功
績
の
あ
っ
た
５
人
の
方
々
に
、

町
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
老
人
福
祉
事
業
功
労
者
（
敬
称
略
）

◎
小
野　
博
（
強
羅
）

◎
鈴
木
ト
モ
子
（
箱
根
）

◎
勝
俣
ウ
メ
子
（
仙
石
原
）

◎
稲
子
達
夫
（
湯
本
）

◎
安
藤　
健
（
大
平
台
）

照
会
先　
健
康
福
祉
課　

☎
８
５
―
７
７
９
０

就
職
に
役
立
つ

労
働
法
講
座・パ
ソ
コ
ン
講
座  

　
就
職
前
に
必
要
な
職
場
の
決
ま
り

を
知
っ
て
お
く
た
め
の
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
楽
し
く
充
実
し
た
仕
事
生

活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
に
、
働

く
と
き
の
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
1０
月
24
日
㈪

　
　
　
　
13
時
5０
分
～
15
時

場　
所　
小
田
原
合
同
庁
舎

定　
員　
1０
人
（
先
着
順
）

内　
容　
就
労
に
関
す
る
労
働
法
規

共　
催　
か
な
が
わ
労
働
セ
ン
タ
ー

湘
南
支
所

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
就
職
に
役
立
つ
基
本
的
な
パ
ソ
コ

ン
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

①
３
日
間
で
エ
ク
セ
ル
と
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
基
礎
を
学
ぶ

日　
時　
11
月
８
日
㈫
～
1０
日
㈭

　
　
　
　
1０
時
～
1６
時

場　
所　
小
田
原
合
同
庁
舎

定　
員　
12
人
（
先
着
順
）

内　
容　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ

ス
・
エ
ク
セ
ル
お
よ
び
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト

②
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作
成
に
必
要

な
ワ
ー
ド
の
基
礎
を
学
ぶ　

日　
時　
11
月
1６
日
㈬

　
　
　
　
1０
時
～
1６
時

場　
所　
県
西
部
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

定　
員　
４
人
（
先
着
順
）

内　
容　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ

ス
・
ワ
ー
ド

対　
象　
小
田
原
市
内
ま
た
は
近
隣

市
町
村
に
在
住
で
、
就
労
を
希
望
す

る
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
方

費　
用　
無
料

申　
込　
電
話
予
約

照
会
先　
県
西
部
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
４
６
５
―
３
２
―
４
１
１
５

※
対
象
・
費
用
・
申
込
・
照
会
先
は

全
講
座
共
通

はこジ郎の
背後に見え

る

岩肌に柱状
節理がある

ＴＶ会議を活用して 3小 1中学校の校長・教頭と
打合せをする教育長



日 月 火 水 木 金 土
1

こども・幼児
水泳教室A

2 ３ 4 5 6 7 8
こども・幼児
水泳教室B 休館日

おとな
水中運動教室

出張体操教室①

おとな
水泳教室

こども・幼児
水泳教室A

9 10 11 12 13 14 15
こども・幼児
水泳教室B 休館日 おとな

水泳教室 出張体操教室② こども・幼児
水泳教室A

16 17 18 19 20 21 22
こども・幼児
水泳教室B 休館日

おとな
水中運動教室

出張体操教室③

おとな
水泳教室

こども・幼児
水泳教室A

23 24 25 26 27 28 29
こども・幼児
水泳教室B 休館日 おとな

水泳教室
出張体操教室④

※ 2 会場

30 31 11/1 2 3 4 5

休館日 おとな
水泳教室 休館日 こども・幼児

水泳教室A

クイズ

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ン
ダ
ー（
１０
月
）※

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
来
月
の
予
定
も
一
部
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
次
号

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

赤ちゃん誕生（誕生証書 8 月発行分） 社会教育センター図書室から
《子どもたちに大人気！！～鉄道の本》

学校での問題や教育に関する相談は教育委員会内の教育支援室☎8５ー777６へ !

　10月14日は「鉄道の日」です。明治 ５ 年（1８７2年）
9 月12日（新暦では10月14日）に新橋（汐留）～横
浜（桜木町）間に日本で最初の鉄道が開業したこと
から制定されました。今月は移動図書館でも利用の
多い鉄道に関する本を紹介します。
『えのでんタンコロ』倉部今日子(作)　偕成社
　江ノ島電鉄に乗って、だいきちおじいさんとしょ
うちゃんが藤沢から鎌倉へ向います。おじいさんが
子どもの頃は 1 両で走る単行電車＝タンコロが走っ
ていました。鉄橋を渡り、商店街を通り、海が見え
てきました。おじいさんの楽しい思い出がよみがえ
ります…
　月末から読書週間（10月2７日～11月 9 日）が始ま
ります。読書の秋に、たくさんの良い本との出会い
がありますように。　

場　所 日　時
役場本庁駐車場

10/14㈮・2８㈮

12：3５～12：５0
湯本小学校 10：0５～10：20

湯本幼児学園 13：５0～14：20
町社会福祉協議会 14：30～14：4５

さがみ信用金庫湯本支店前 14：５0～1５：0５
箱根幼稚園

10/12㈬・26㈬

9 ：20～ 9 ：40
畑宿寄木会館 10：00～10：1５

湯本茶屋（静観荘駐車場) 10：30～10：4５
山崎集会所 11：00～11：1５

箱根の森小学校 10/13㈭ 10：20～10：3５
10/2７㈭ 13：00～13：30

温泉幼稚園

10/13㈭・2７㈭

13：4５～14：0５
姫之湯 14：1５～14：30

強羅向山公園駐車場 14：4５～1５：00
宮城野保育園 1５：10～1５：40

さくら館 10/ ５ ㈬・19㈬ 10：4５～11：00
宮城野公民館 11：10～11：2５

箱根中学校 10/ ５ ㈬ 12：５0～13：10
10/19㈬ 13：10～13：2５

元箱根集会所 10/ ５ ㈬・19㈬ 13：4５～14：00
箱根集会所 14：10～14：2５

仙石原小学校

10/ ７ ㈮・21㈮

13：00～13：30
アレンジメントケア箱根仙石原 13：40～13：５５

仙石原幼児学園 14：10～14：40
仙石原文化センター 14：５５～1５：10

※巡回予定は変更になる場合があります。
照会先　社会教育センタ−☎８2−2694

移動図書館きつつき号 巡回予定表

【さくら館温水プール水泳教室】  
◎おとな水中運動教室／おとな水泳教室 
実施時間　14時～1５時／1８時30分～19時30分
対　象　大人（中学生以上）
受講料　 1 回券７00円、フリーパス2,000円、10回券７,000円
◎こども・幼児水泳教室
実施時間　Aこども：10時～11時、幼児：13時～14時
　　　　　Bこども：13時～14時、幼児：10時～11時
対　象　こども：小学生、幼児： 3 歳～未就学児（要オムツ離れ）
受講料　 1 回券400円、フリーパス1,000円、10回券4,000円
◎共通
持ち物　水着、水泳帽、タオルなど遊泳に必要なもの
入場料　大人300円、中学生以下100円　
　　　（障がいのある方、未就学児は無料）
参加方法　開始時間の10分前までにプール受付に集合してください。
※受講者多数により参加できない場合があります。
その他　プールの利用時間は 9 時～20時です。（入館は19時30分
　　　まで）
照会先　さくら館☎８５−0８00

17

【出張体操教室】
①郷土資料館学習室　
　　14：00～1５：30
②社会教育センター軽スポーツ室
　　14：00～1５：30　1８：00～19：30
③仙石原文化センター和室
　　10：00～11：30　14：00～1５：30
④さくら館機能訓練室　14：00～1５：30　
   郷土資料館学習室　1８：00～19：30
対　象　16歳以上    
講　師　㈱東京体育機器　荻原氏   
内　容　ヘルシー体操（軽運動とストレッチを合わせ 
　　　た体に優しい体操です）   
持ち物　運動のできる服装、タオル、室内運動靴  
※室内運動靴は、仙石原文化センターと郷土資料館で
は必要ありません。    
参加方法　参加費は無料です。会場にて講師に直接声
をおかけください。  
照会先　生涯学習課　☎８５−７601

おくやみ（ 8 /19～ 9 /18受付分）
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　正解者の中から抽選で 3 人の方に図書カー
ドをプレゼントします。
【問題】広報はこねは今月号で「第○○○号」
になり。この○○○に入る数字を答えてくだ
さい。
応募方法　はがきに答え、住所、氏名、年齢、
　　　電話番号を明記し、応募してください。
※町内在住の方のみ、 1 人 1 通応募できます。
（町ホームページからも可）
応募期限　10月11日㈫　当日消印・着信有効
応募先　〒2５0−039８　箱根町企画課

9 月号の解答　「美化」
当選者　浜口　幸子さん（強　羅）
　　　　本間　美恵さん（仙石原）
　　　　勝俣トシ子さん（宮城野）　
★当選おめでとうございます。

金指　房子さん ８ /1８ 99歳 畑 宿
勝俣マサ子さん ８ /2８ ７9歳 木 賀
石川みよ子さん ８ /31 63歳 二 ノ 平
佐藤　豊司さん 9 / 9 ８2歳 宮 城 野
勝俣　サワさん 9 /10 94歳 仙 石 原
勝俣　喜明さん 9 /12 ８５歳 仙 石 原

眞
ま な
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葉
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ちゃん ８ / 3 正  弘 さん 湯　本　
中
な か
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ア
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０



すくすくキッズコーナー
照会先　子育て支援課☎85−9595

◆ 4か月児健康診査／10か月児健康診査
日　時　10/26㊌12：40～13：00受け付け
対　象　 4 か月児：平成2８年 6 月生まれの乳児
　　　　10か月児：平成2７年11月生まれの乳児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ(10か月児のみ)
◆ 1歳 ６か月児健康診査／ 3歳 ６か月児健康診査
日　時　10/26㊌13：00～13：20受け付け
対　象　 1 歳 6 か月児：平成2７年 4 月生まれの幼児
　　　　 3 歳 6 か月児：平成2５年 4 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、問診票、歯ブラシ
◆ 2歳・ 2歳 ６か月・ 3歳児歯科健康診査
日　時　10/ ７ ㊎13：00～13：30受け付け
対　象　平成2５年 9 月、平成26年 3 月・ 9 月生まれの幼児
持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ、歯科保健カード
◆育児教室（たんぽぽの会）
日　時　10/1８㊋ 9 ：4５～11：4５
対　象　 ７ か月～ 3 歳までの乳幼児とその保護者
※ 1 週間前までに電話で申し込んでください。
◆離乳食教室（さくらんぼ教室）
日　時　10/ 6 ㊍13：30～1５：00
対　象　 3 ～1８か月頃の乳幼児とその保護者
※事前に電話で申し込んでください。　
○場所はいずれもさくら館です。

やまなみ荘コーナー
照会先　健康福祉課☎85−7790

●趣味の教室（書道教室）
日　時　10/ ７ ㊎・21㊎10：00～12：00
対　象　町内在住の60歳以上の方
※開催日が変更になる場合があります。
●健康相談
日　時　10/21㊎13：00～13：30受け付け
内　容　健康管理、生活習慣病予防、食事指導、血圧測定 
　　　など
対　象　町内在住の60歳以上の方

夜間診療ができる病院などについては､消防署（☎ 8２−4511）に問い合わせてください｡住民の方は窓口で申し出れば、町立観光施設・郷土資料館の入館料が無料になります。

最
新
情
報
は
町
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
！　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。
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催　し
歩く会

箱根旧街道西岸を歩く
コース[1６㎞]（健脚コース）

日　時　10月10日㈪ 9 時20分
　　　（中止の場合は1５日㈯）
集合場所　箱根峠エコパーキング
コース　山中城址～笹原一里塚～錦田一
　　　里塚～三島大社
会　費　５00円(保険料他)
※初参加の方は別に５00円が必要です。
照会先　箱根町歩く会会長　村上東司　

☎８５−6７８８
※当日の開催の有無は☎８５-6７８８で確認
してください。音声メッセージにて、自
動的にメッセージが流れます。
　電話がかけられる時間は、前日の1７時
から当日の 9 時までです。

森のふれあい館
開館25周年特別企画

「木の実・草の実大集合！
木の実であそぼう！」

　個性豊かな木の実や草の実を、実物と
写真約400点で紹介します。
　また、匂いがする木の実や、木の実を
使った作品も紹介します。
期　間　10月 1 日㈯～11月30日㈬
場　所　森のふれあい館森のギャラリ―
照会先　森のふれあい館☎８3−6006

普通救命講習
日　時
①普通救命講習Ⅱ
　10月24日㈪ 9 時～13時
②普通救命講習Ⅰ
　10月29日㈯ 9 時～12時
内　容　自動体外式除細動器（ＡＥＤ）
　　　を用いた心肺蘇生法および止血法
　　　（①は実技と筆記の効果測定を含
　　　む）
場　所　消防本部体育訓練室
対　象　町内在住（中学生以上）・在勤
　　　の方　　
定　員　各20人（申込順）
その他　修了者には修了証を発行します。
※他にもさまざまな応急手当普及講習の
方法がありますので、問い合わせてくだ
さい。
申込・照会先　消防署警備課救急係　

☎８2−4５11

はこじょ森林セラピー
ラボIN宮城野

日　時　11月13日㈰11時～1５時
場　所　さくら館
テーマ　「こころ・からだ・キレイの冬
　　　支度」
内　容　さくら館周辺の早川沿いを、周
　　　りの自然を感じながらゆっくり歩
　　　き、足底バランスをチェックして
　　　正しい姿勢や歩行を目指します。
参加費　無料
定　員　先着2５人
申込方法　11月 ７ 日㈪までに、はこねの
　　　もり女子大学のＷＥＢサイトへ　
　　　（http：//hakojo.com）
照会先　さくら館☎８５−0８00

案　内
献　血

日時・場所
　　10月20日㈭　
　・役場本庁舎駐車場　 9 時30分～12時
　・さくら館　14時～16時
共　催　箱根ライオンズクラブ
照会先　さくら館☎８５−0８00

身体障がい者の補装具
相談会（更生相談会）

日　時　10月24日㈪13時～1５時（受け付 
　　　けは14時まで）
場　所　小田原市保健センター（小田原
　　　市酒匂 2 −32−16）
内　容　肢体不自由障がい者の補装具交
　　　付、修理相談
※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　健康福祉課☎８５−７７90

心配ごと相談
日時・場所
・10月12日㈬　温泉出張所
・11月 2 日㈬　箱根出張所
　いずれも13時30分～1５時30分
内　容　生活、人権、教育に関する相談、
　　　国や県への要望など
相談員　民生委員児童委員、人権擁護委
　　　員、学校教育指導員、総務省行政
　　　相談委員

※希望する方は事前に連絡してください。
照会先　健康福祉課☎８５−７７90

福祉相談会
日時・場所
・10月13日㈭　役場分庁舎 4 階第 ７ 会議
　室（☎８５−７７90）
・10月2７日㈭　さくら館（☎８５−0８00）
　いずれも10時～12時
対　象　身体・知的・精神障がい者およ
　　　び家族の方
内　容 社会福祉士など専門家による面
　　　接相談、電話相談
照会先　健康福祉課☎８５−７７90

高次脳機能障害専門相談
日　時　11月 4 日㈮14時～1５時30分
場　所　おだわら障がい者総合相談支援
　　　センター（小田原市久野11５− 2
　　　おだわら総合医療福祉会館 1 階）
対　象　高次脳機能障がいの方およびご
　　　家族、支援者
照会先　おだわら障がい者総合相談支援
　　　センター　☎046５−3５−５2５８

小田原保健福祉事務所
各種相談日

○エイズ相談・検査　10月19日㈬ 9 時～
　11時
○精神保健福祉相談　10月1８日㈫・2７日
　㈭・11月 1 日㈫・10日㈭・1５日㈫　い
　ずれも13時30分～16時30分
○認知症相談　11月11日㈮13時30分～16
　　時30分
○療育歯科相談　10月31日㈪ 9 時～11時
　30分
※予約制です。相談を希望する方は、前
日までに連絡してください。
照会先　小田原保健福祉事務所保健予防
　　　課　☎046５−32−８000（内線323７：
　　　療育歯科相談・内線3242：その他
　　　の相談・検査）

講　演
テーマ　「放射線とどう向き合うか」
日　時　10月 ８ 日㈯13時30分～
場　所　山崎集会所
講　師　元東京大学原子核研究所　理学
　　　博士　名越智恵子
主　催　箱根九条の会　
連絡先　平戸栄子　☎８５−60５0

　大豆は、良質なたんぱく質や脂質、
カルシウム、鉄分、ビタミン類も多く、
栄養的に優れた食品です。また、生活習慣病予防に
効果がある、大豆レシチンやサポニン、イソフラボ
ンなどの機能性成分が、大豆、豆腐、納豆、しょう
ゆなどに含まれ、古くから私たちの食生活を支えて
きました。
　選び方のポイントは、粒が大きくそろっていて、
色、艶があるものを選びましょう
●材料（ 4 人分）
ごはん　　　　　 　600ｇ
ゆで大豆　　　　　　90ｇ
カットワカメ（乾燥） 3 ｇ
じゃこ　　　　　大さじ 2
しょうゆ　　　　大さじ 1
●作り方
①　ワカメは水で軟らかくもどして、水気を切る。
②　フライパンに、大豆と①のワカメを入れて炒り、
　　ワカメの水分がとんだら、しょうゆ、じゃこを
　　加えて、サッと混ぜて香りを出す。
③　ボウルにごはんと②を入れてサックリと混ぜて、
　　　　12等分に分けて、三角形に握る。※12個作る。
★大豆の茹で方
①　大豆は、虫食い等を除いて、水で洗い、ボウル
　　に入れて、大豆に ５ 倍量の水を加えて一晩おく。
　　（大豆５00ｇ：水2.５ℓ）
②　大豆がふっくら膨らんだら、戻し汁ごと鍋に移
　　し、中火にかけフタをする。
③　煮立ちはじめたら弱火にして、アクをすくう。
　　茹で汁が常に大豆の 2 ～ 3 ㎝かぶるようにさし
　　水をしながら、 1 時間程煮る。
　　大豆が指でつぶれるかたさになれば、出来上がり。
※大豆を煮ているとき、水が吹きこぼれないように、
注意しましょう。

大豆のおにぎり

今月の‘旬’
大豆、柿、米、さといも、わかさぎなど

今
月
の
納
期

10月31日㈪納期限

○町県民税（第 3期）
☆国民健康保険料（第 ５期）
☆介護保険料（第 ５期）
☆後期高齢者医療保険料（第 4期）

照会先　○＝税務課（収納係）☎８５−9５７3
　　　　☆＝保険年金課☎８５−9５64

旬を知っておいしく食べよう♪

栄養満点 !　旬レシピ

　町県民税および国民健康保険料については、夜間・休
日も、納付書裏面記載のコンビニエンスストアで支払い
ができます。
（納期限が過ぎている納付書では納付できません。）
　納期限が過ぎているもので、納め忘れの方は、至急役
場本庁会計課・出張所または金融機関でお納めください。
口座振替を希望される方は、連絡してください。
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　当番医は変更になる場合がありますので、必ず消防署
(☎８2−4５11）に確認してください。

診療時間　9：30～17：00
当番日 当番医 所　在 電話番号
10/ 2 元箱根木村医院 元箱根 ８５−111７

9 尾泉内科医院 宮城野 ８2−2423
16 箱根ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 仙石原 ８4−9111
23 箱根医院 湯　本 ８５−５200
30 郷医院箱根小涌園診療所 二ノ平 ８2−26７2

休日急患（医科）

※10/10㊊・は小田原市休日夜間急患診療所（小田原市酒匂2−
32−16／☎046５−4７−0８23）を利用してください。診療時間
は８：30～11：30、13：00～1５：30、1８：00～22：00です。



ふれあいひろば
●町ホームページ内「写真ニュース」でも地域の話題を配信中!

環境先進観光地
　　　　　―箱根

コンセントを
こまめに抜いて待機電力をカット!
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町の人口と世帯

●人口　11，５78人（±0)
　男　５，５08　 女　６，070
●世帯　 ６，128（＋17)

ー 9月 1日現在ー（　）内は前月比

● 9 / 2 （湯本小学校)

● 9 /13 （さくら館)

● 9 / 7  （星槎レイクアリーナ箱根)

● 9 /22 （仙石原文化センター）

箱根町総合防災訓練

目がしみる～！！！

元気に、いきいきと

芸術の秋～すすき祭り～

　湯本小学校を中央会場に箱根町総合防災訓練が行われました。
猛烈な日差しの中、多くの方が参加しました。
　会場に置かれた地震動体験コーナーでは、小学生も園児もあ
まりの揺れに驚いていました。もしもの時にパニックにならな
いよう日頃からの備えを心掛けましょう。

　湯本幼児学園の ５ 歳児によるクッキング教室が行われました。
この日のメニューはカレーやサラダ、スープにデザートと盛り
だくさん。カレーの具材のたまねぎに悪戦苦闘する幼児たち。
目をこすりながら一生懸命頑張りました。

　町制60周年記念第60回敬老会が行われました。「いきいき元
気体操」を行う会場の皆さんにこちらが元気をもらいました。
　会場には町制60周年を記念した写真巡回展のブースもおかれ、
多くの方が、昔の箱根を懐かしんでいました。

　仙石原文化センターにて仙石原すすき祭りが開催されました。
しとしとと雨が降る中での開催であったため、花火は行われま
せんでしたが、その分、ホールでは九頭龍太鼓やソーランなど
地域の皆さんのステージが力強く行われ、観客を魅了していま
した。最後に行われたチェロ奏者の溝口肇さんの演奏は、ホー
ル内にやさしく響き渡り仙石原の夜をしっとりと包み込みました。
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）

や
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ゃ
盛
り
の
ゆ
う
ま
く
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、

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
過
ご
そ
う
ね
！！ みんなでシェアして、低炭素社会へ。
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※平成２7年国勢調査の速報結果を基礎としています。
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